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総
会
は
中
部
地
域
の
首
長
は
じ
め
、

会
頭
、
学
長
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
代
表
ら
16
人

が
出
席
。
２
０
２
０
年
度
事
業
報
告
・

　静岡県中部未来懇話会の提言をもとに、県中部地域８市町、県中部地域局、
４商工会議所、３大学、２ＮＰＯで組織する「中部地域経営会議」第 10 回総会
が４月 20 日、静岡市駿河区のホテルで開催された。同会議の調査・研究テーマ
として 2018 年度の提言書「Society5.0 で輝く人材共創戦略～小さな協働と大きな
連携で育む人づくり～」で示された「しずおかキャリア教育連携協議会」の設置に
向け、そのモデルとなる「島田市人材育成プラットフォーム」を設置したワーキン
ググループの報告書を承認し、2021 年度はプラットフォームを中部地域全体に広
げ、水平展開を目指し検討していくことを申し合わせた。（報告書要旨は６～ 10 Ｐ）

決
算
案
、
２
０
２
１
年
度
事
業
計
画

案
、
予
算
案
の
各
議
案
を
原
案
通
り

承
認
し
た
。
引
き
続
き
、
２
０
１
８

年
度
の
提
言
「Society5.0

で
輝
く

人
材
共
創
戦
略
～
小
さ
な
協
働
と
大

き
な
連
携
で
育
む
人
づ
く
り
～
」
を

受
け
、島
田
市
を
モ
デ
ル
に
し
た
「
島

田
市
人
材
育
成
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

の
設
置
か
ら
今
後
の
連
携
協
働
の
在

り
方
を
ま
と
め
た
報
告
書
に
つ
い
て

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
座
長
を
務
め

た
宇
賀
田
栄
次
・
静
岡
大
学
学
生
支

援
セ
ン
タ
ー
教
授
が
説
明
し
た
。

　
２
０
１
８
年
度
の
提
言
書
で
は
、

「
各
地
域
で
人
が
人
を
育
て
る
循
環
を

創
る
」
こ
と
こ
そ
、
地
域
の
労
働
力

確
保
、
人
材
育
成
に
つ
な
が
り
、
小

さ
な
範
囲
で
の
「
協
働
」
と
、
大
き

な
範
囲
で
の
「
連
携
」
の
両
輪
を
回

す
こ
と
が
人
材
の
確
保
、
定
着
を
持

続
的
な
も
の
に
で
き
る
と
示
し
た
。

翌
年
度
は
提
言
で
示
さ
れ
た
「
し

ず
お
か
キ
ャ
リ
ア
教
育
連
携
協
議

会
」
設
置
に
向
け
た
準
備
を
進
め
、

２
０
２
０
年
度
に
島
田
市
を
モ
デ
ル

地
域
に
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
設
置
に

取
り
組
ん
だ
。
島
田
市
に
は
、小・中・

高
校
生
と
段
階
別
の
取
り
組
み
が
複

数
進
ん
で
い
る
ほ
か
、
高
校
に
そ
れ

ぞ
れ
特
色
が
あ
り
、
さ
ら
に
市
、
商

工
団
体
、
高
校
、
観
光
協
会
な
ど
に

よ
る
連
携
協
力
協
定
が
結
ば
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
の
土
台
が
あ
っ
た
。

　
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
会
議
や
、

高
校
、
企
業
な
ど
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
経
て
、
本
年
３
月
末
に
島
田
市
人

材
育
成
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
第
１
回

会
議
を
開
催
し
た
。
産
官
学
の
ほ
か
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
関
わ
る
民
間
団
体

も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
構
成
機
関

に
入
っ
て
い
る
。
宇
賀
田
氏
は
「
高

校
で
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
、
探
究
学
習

が
来
年
度
か
ら
本
格
的
に
始
ま
る
。

そ
の
中
で
、
地
域
の
企
業
、
組
織
、

大
人
が
き
ち
ん
と
関
与
し
、
汗
を
か

く
姿
を
見
せ
る
こ
と
が
必
要
」
と
強

調
し
た
。
２
０
２
１
年
度
は
、
ヒ
ア

中
部
地
域

経
営
会
議

総
会
で
事
業
計
画
な
ど
承
認

人
材
育
成
へ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

島田モデル  水平展開目指す

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
報
告
書
を

承
認
し
た
中
部
地
域
経
営
会
議
第
10

回
総
会
＝
静
岡
市
駿
河
区
の
ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
ヒ
ル
ズ
静
岡
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同
大
で
取
り
組
み
を
始
め
て
い
る
Ｓ

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、

「
サ
イ
エ
ン
ス
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
ア
ー
ト
、
マ
ス

マ
テ
ィ
ク
ス
、
こ
れ
ら
を
横
に
つ
な

い
で
学
ん
で
い
け
る
力
を
４
年
間
で

学
ん
で
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
」

と
説
明
し
た
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
代
表
と
し
て
、
だ
っ
こ
と

お
ん
ぶ
の
研
究
所
の
園
田
正
世
理
事

長
は
「
仕
事
の
た
め
だ
け
に
生
き
て

い
る
の
で
な
く
、
そ
の
地
域
が
好
き

か
ど
う
か
は
、
仕
事
が
あ
る
か
ど
う

か
で
は
な
い
」
な
ど
と
提
起
し
た
。

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
考
房
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ

Ｉ
Ｚ
Ｕ
の
花
井
孝
代
表
理
事
は
「
地

域
の
子
ど
も
た
ち
を
立
派
に
育
て
る

に
は
、
ま
ず
大
人
が
手
本
を
示
す
べ

き
」
と
の
考
え
を
示
し
た
。

　
最
後
に
、
２
０
２
１
年
度
の
調
査
・

研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
島
田
市
人

材
育
成
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
他
市

町
に
水
平
展
開
す
る
方
策
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
こ
と
を
決
め
た
。

リ
ン
グ
を
行
い
な
が
ら
次
年
度
に
向

け
た
協
働
事
業
を
模
索
す
る
。

　
こ
の
後
、
静
岡
産
業
大
学
の
大
坪

檀
総
合
研
究
所
長
を
議
長
に
報
告
書

に
関
す
る
討
議
を
行
っ
た
。
人
材
育

成
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
モ
デ
ル
と

な
っ
た
島
田
市
の
染
谷
絹
代
市
長
は

「
高
校
の
年
間
計
画
の
中
に
落
と
し
込

ん
だ
長
期
的
に
継
続
す
る
仕
組
み
を

つ
く
る
こ
と
が
重
要
。
中
部
地
域
全

体
で
の
水
平
展
開
を
視
野
に
入
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
具
体
的
な
こ
と
が

実
を
結
ぶ
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。
静
岡
市
の
田
辺
信

宏
市
長
も
「
人
材
の
育
成
、
確
保
に

は
一
つ
の
市
だ
け
で
な
く
、
も
う
少

し
大
き
な
圏
域
が
必
要
」
と
水
平
展

開
に
理
解
を
示
し
た
。
焼
津
市
の
中

野
弘
道
市
長
は
「
中
部
地
域
の
産
官

学
が
連
携
し
、
課
題
解
決
に
つ
な
が

る
研
究
を
さ
ら
に
深
め
て
ほ
し
い
」

と
期
待
を
込
め
た
。

　
今
年
度
か
ら
第
６
次
総
合
計
画
を

ス
タ
ー
ト
し
た
藤
枝
市
の
北
村
正
平

市
長
は
「
総
合
計
画
は
各
分
野
に
お

け
る
広
域
連
携
が
大
き
な
テ
ー
マ
の

一
つ
。
大
変
参
考
に
な
っ
た
。
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
活
動
が
こ
の
地

域
全
体
に
波
及
す
る
こ
と
は
大
い
に

意
義
が
あ
る
」
と
関
心
を
示
し
た
。

　
牧
之
原
市
の
杉
本
基
久
雄
市
長
も

水
平
展
開
に
賛
同
し
、「
中
部
地
域
の

連
携
事
業
と
し
て
地
域
内
の
事
業
所

の
冊
子
を
作
る
の
も
一
つ
の
方
法
で

は
」
と
提
案
し
た
。
ま
た
吉
田
町
の

田
村
典
彦
町
長
は
、
町
の
取
り
組
み

な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
「
子
ど
も
た

ち
に
郷
土
愛
を
意
識
づ
け
さ
せ
る
こ

と
が
大
切
」
と
強
調
し
た
。
川
根
本

町
の
鈴
木
敏
夫
町
長
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
価
値
観
の
変
化
が
見
ら
れ
て
き
て

い
る
状
況
を
説
明
し
、「
若
者
を
県
外

に
流
出
し
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、

こ
こ
に
素
晴
ら
し
い
企
業
が
あ
り
、

生
活
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
必
要

だ
」
と
述
べ
た
。

　
県
中
部
地
域
局
の
鈴
木
史
朗
局
長

は
、「
報
告
で
示
さ
れ
た
〝
大
人
〟
と

は
働
い
て
い
る
人
を
指
し
て
い
る
と

思
う
。
大
人
が
汗
を
か
く
こ
と
で
重

要
な
の
は
、
一
人
ひ
と
り
の
意
識
が

し
っ
か
り
し
て
い
る
こ
と
と
、
時
間

を
確
保
す
る
こ
と
。
今
回
の
取
り
組

み
は
大
き
な
意
味
で
言
え
ば
大
人
が

働
い
て
い
る
姿
を
見
て
、
自
分
も
あ

の
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
も
ら

う
こ
と 

が
一
番
の
目
的
で
は
」
と
述

べ
た
。

　
経
済
団
体
か
ら
の
反
応
で
は
、「
企

業
も
自
分
た
ち
の
魅
力
を
若
者
に
理

解
し
て
も
ら
う
努
力
、
ア
ピ
ー
ル
が

必
要
」（
溝
口
康
博
・
静
岡
商
工
会
議

所
副
会
頭
）、「
企
業
が
教
育
現
場
に

入
っ
て
い
き
、
地
域
の
魅
力
を
伝
え

て
い
く
こ
と
で
、報
告
書
に
あ
る
〝
意

志
を
持
っ
て
地
域
に
関
わ
ろ
う
と
す

る
若
者
の
育
成
〟
に
結
び
つ
い
て
い

く
の
で
は
な
い
か
」（
大
久
保
節
夫
・

島
田
商
工
会
議
所
会
頭
）、「
高
校
生

と
事
業
所
の
考
え
方
の
違
い
を
改
め

て
感
じ
た
」（
小
原
照
光
・
焼
津
商
工

会
議
所
会
頭
）、「
企
業
は
圏
域
で
人

材
を
求
め
て
い
る
。
中
部
エ
リ
ア
で

組
織
づ
く
り
を
図
っ
て
い
く
こ
と
は

理
に
か
な
っ
て
い
る
」（
江
﨑
晴
城
・

藤
枝
商
工
会
議
所
副
会
頭
）
な
ど
の

意
見
が
あ
っ
た
。

　
静
岡
大
学
の
日
詰
一
幸
学
長
は
、


